
治
水
対
策
で
排
水
ポ
ン
プ
更
新
へ

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
縮
減

住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
強
化

３
省
連
携

検
討
会

２
０
５
０
年
に
脱
炭
素
社
会
へ

国
土
交
通
省
は
四
月
十
九
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
二
号
館
地
下
講
堂
で
「
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
ツ
型

排
水
ポ
ン
プ
実
証
試
験
の
共
同
実
施
に
関
す
る
基
本
協
定
」
を
協
力
企
業
と
締
結
し
た
。
河
川
機
械
設
備
の
老
朽

化
が
懸
念
さ
れ
、
速
や
か
な
更
新
が
求
め
ら
れ
る
中
、
治
水
対
策
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
へ
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
ツ

型
（
量
産
品
）
排
水
ポ
ン
プ
の
実
証
試
験
を
行
う
。
ポ
ン
プ
メ
ー
カ
ー
と
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
初
の
異
業
種
連
携

で
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
大
幅
な
縮
減
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
の
一
層
の
向
上
を
め
ざ
す
。

気
候
変
動
の
影
響
で
水
害

が
頻
発
し
、
こ
の
四
十
年
間

で
一
時
間
あ
た
り
五
〇
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
以
上
の
降
雨
発
生

回
数
は
約
一
・
四
倍
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
一
方
で
高
度

経
済
成
長
期
に
設
置
さ
れ
た

排
水
ポ
ン
プ
は
全
体
の
三
割

程
度
に
達
し
て
お
り
、
十
年

後
に
は
四
〜
五
割
を

占
め
る
見
通
し
だ
。

こ
の
た
め
コ
ス
ト

削
減
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
性
の
向
上
、
障
害

の
発
生
に
備
え
て
予

備
装
置
を
平
常
時
か

ら
配
置
し
て
お
く
リ

ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
の
観

点
か
ら
排
水
ポ
ン
プ

な
ど
の
更
新
を
加
速

す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
大

容
量
・
小
台
数
か
ら
小
容
量

・
多
台
数
、
船
舶
用
の
特
注

エ
ン
ジ
ン
（
約
七
千
五
百
万

円
）
か
ら
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
ツ

型
車
両
用
エ
ン
ジ
ン
（
約
百

〜
二
百
万
円
）
へ
の
転
換
を

促
進
し
て
い
く
。

当
日
の
協
定
調
印
式
に
は

ポ
ン
プ
メ
ー
カ
ー
か
ら
㈱
荏

原
製
作
所
の
浅
見
正
男
社

長
、
㈱
電
業
社
機
械
製
作
所

の
村
林
秀
晃
社
長
、
自
動
車

メ
ー
カ
ー
か
ら
三
菱
自
動
車

工
業
㈱
の
長
岡
宏
副
社
長
ら

が
出
席
。
冒
頭
、
赤
羽
一
嘉

国
交
相
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
今
回
の
協
定
は
初
の
試
み

で
あ
り
、
協
力
し
て
い
た
だ

く
企
業
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら

感
謝
し
、
敬
意
を
表
す
る
。

近
年
わ
が
国
で
は
気
候
変
動

の
影
響
に
よ
り
自
然
災
害
が

激
甚
化
し
て
い
る
。
と
く
に

降
雨
リ
ス
ク
は
深
刻
で
治
水

計
画
の
抜
本
的
な
見
直
し
が

欠
か
せ
な
い
。
上
流
か
ら
下

流
ま
で
全
体
を
俯
瞰
し
、
地

元
企
業
な
ど
の
参
画
も
得
な

が
ら
中
長
期
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
し
て
い
く
。
全

国
各
地
に
設
置
さ
れ
て
い
る

排
水
ポ
ン
プ
は
老
朽
化
が
進

み
、
大
更
新
時
代
を
迎
え
て

い
る
。
皆
さ
ま
の
取
り
組
み

は
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く

り
に
貢
献
す
る
は
ず
だ
。
共

に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き

起
こ
し
た
い
」
と
述
べ
、
官

民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

を
呼
び
か
け
た
。

調
印
後
、
荏
原
製
作
所
の

浅
見
社
長
は
「
コ
ス
ト
を
下

げ
つ
つ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
容

易
に
す
る
先
進
的
な
技
術
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の

実
証
試
験
を
通
じ
て
目
標
を

達
成
で
き
る
と
確
信
し
て
い

る
」
、
電
業
社
機
械
製
作
所

の
村
林
社
長
は
「
わ
が
社
は

今
年
で
創
業
百
十
一
年
を
迎

え
る
。
公
共
工
事
で
培
っ
て

き
た
技
術
を
活
用
し
、
皆
さ

ま
と
密
に
連
携
し
て
今
ま
で

に
な
い
も
の
を
生
み
出
し
た

い
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

国
土
交
通
省
、
経
済
産
業

省
、
環
境
省
は
四
月
十
九

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央

合
同
庁
舎
三
号
館
共
用
会
議

室
で
第
一
回
「
脱
炭
素
社
会

に
向
け
た
住
宅
・
建
築
物
の

省
エ
ネ
対
策
等
の
あ
り
方
検

討
会
」（
座
長
・
田
辺
新
一
早

稲
田
大
学
創
造
理
工
学
部
建

築
学
科
教
授
）を
開
催
し
た
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

よ
る
二
〇
五
〇
年
の
脱
炭
素

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
三

省
が
連
携
し
て
住
宅
・
建
築

物
に
お
け
る
省
エ
ネ
対
策
を

抜
本
的
に
強
化
す
る
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の

排
出
量
と
吸
収
量
が
プ
ラ
ス

マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
の
状
態
に
な

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
政
府

は
咋
年
十
月
「
二
〇
五
〇
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

を
宣
言
し
、
最
終
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
の
約
三
割
を
占
め
る

民
生
部
門
（
業
務
・
家
庭
部

門
）
で
の
さ
ら
な
る
省
エ
ネ

化
を
促
し
て
い
る
。

検
討
会
の
初
会
合
で
は
和

田
信
貴
国
交
省
住
宅
局
長
が

冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
脱

炭
素
社
会
を
実
現
し
て
い
く

う
え
で
住
宅
・
建
築
物
分
野

の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
は
大
き
な
比

率
を
占
め
て
い
る
。
赤
羽
大

臣
か
ら
も
積
極
的
に
取
り
組

む
よ
う
指
示
を
受
け
て
お

り
、
活
発
な
議
論
を
お
願
い

す
る
」
と
述
べ
、
積
極
的
な

協
力
を
要
請
し
た
。

当
面
の
論
点
で
は
中
・
長

期
的
に
め
ざ
す
べ
き
住
宅
・

建
築
物
の
姿
、
住
宅
・
建
築

物
の
省
エ
ネ
性
能
を
確
保
す

る
規
制
的
措
置
、
よ
り
高
い

省
エ
ネ
性
能
を
実
現
す
る
誘

導
的
措
置
、
既
存
ス
ト
ッ
ク

対
策
と
し
て
の
省
エ
ネ
改
修

の
あ
り
方
、
太
陽
光
発
電
の

導
入
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
を
提
示
。
中
期
的
に

は
二
〇
三
〇
年
、
長
期
的
に

は
二
〇
五
〇
年
を
見
据
え
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
方

針
を
打
ち
出
す
考
え
だ
。

国交省と協力企業が協定調印式

赤羽国交相

初会合で活発に意見交換

和田住宅局長
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